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重点研究分野への該当 バイオ 
キーワード(5 個以内) キトサン キチン キトサナーゼ グルカナーゼ セルラーゼ 
研究情報の名称 福井県内の土壌からスクリーニングされた新規細菌が産生する有用酵素の産業への応用 
【概要】エビ・カニなどの甲殻類の殻や真菌類の細胞壁に含まれるキチンはセルロースに次いで自然界に
多く存在する多糖類で、その脱アセチル化産物がキトサンです。キチン・キトサンの応用分野は広く、現
在では工業、食品、農業、医療の分野で活用されています。さらに、キチン・キトサンを酵素により加水
分解したオリゴ糖には、細菌やカビの増殖を強く抑制する抗菌活性、免疫応答力を増強する免疫賦活能、
高等植物に防御反応を引き起こさせるエリシター活性などの生理活性が確認され注目を集めています。ま
た、グルコースから構成される多糖であるグルカンを加水分解するグルカナーゼは（セルラーゼも含まれ
ます）、食品分野だけでなく洗濯用洗剤など商業的にも多方面で応用可能とされています。私は福井工業大
学の草桶教授との共同研究で、福井県内の土壌からスクリーニングした細菌が新種の細菌であり、この細
菌がキチン・キトサン分解酵素だけでなくグルカナーゼも菌体外に分泌していることを発見致しました（J.
Biol. Chem., 277: 14695-14702, 2002）。遺伝子工学的手法を用いてこれらの酵素の生化学的な性質を解
析した結果、熱や界面活性剤に対する安定性が高く、産業への応用が期待できる酵素であることがわかり
ました（バイオサイエンスとインダストリー, 61: 397-400, 2003）。また、キチン・キトサン分解酵素や
グルカナーゼは稲のイモチ病などの植物病原菌を溶かすことが知られており、この新規細菌は自然界では
これらの菌類を捕食していると考えられることから、微生物農薬としての応用も現在試験中であります。
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熱や界面活性剤に安定
なキトサナーゼの発見。
本酵素は同時にグルカ
ナーゼ活性も有してお
り、すでに大量発現系の
構築も終了している。
酵素法による生理活
性の高いキトオリゴ
糖の製造とその応用。
酵素法による生理
活性の高いキトオ
リゴ糖の製造など
が可能になる。 
・キトオリゴ糖 
・ 産業用酵素 
・ 微生物農薬 
オリゴ糖はキチン・キ
トサンを濃塩酸で加水
分解することにより製
造されているが，分解
の程度を調節すること
が難しく，酵素による
加水分解産物のほうが
生理活性の強いオリゴ
糖を高い収率で生産す
ることができる。しか
しながら、これまで産
業使用に耐えうる酵素
がなかった。 
環境を汚染しない安全
な微生物農薬の開発 
多くの生理活性を有
するキトオリゴ糖を
健康食品などの食品
分野だけでなく、農
業分野にも応用した
いと考えている。 
 
シーズ
シーズ
本菌は同時にキチナ
ーゼも産生しており、
キチンオリゴ糖の製
造や農薬としての利
用が期待できる 
新規キトサ
ナーゼの食
品・農業分野
への応用 
